
県内における人工林のアカマツの資源量と集成材をはじめとした製材用途への活用について

県
内
の
ア
カ
マ
ツ
資
源
の
大
部
分
を
占

め
る
民
有
林
に
着
目
す
る
と
、
林
種
別
の

齢
級
構
成
は
図
２
の
と
お
り
で
す
。
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
は
、
天
然
林
が
13
〜
15

齢
級
、
人
工
林
が
11
〜
12
齢
級
に
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
林
種
別
の
蓄
積
の
約
５
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

１　
は
じ
め
に

岩
手
県
の
県
木
で
あ
る
ア
カ
マ
ツ
に
は
、

天
然
林
と
人
工
林
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
製
材
用
途
（
建
築
構
造
向
け
）
と
し

て
は
、
成
熟
し
た
天
然
林
の
も
の
が
多
く

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
戦
後
〜
高

度
経
済
成
長
期
に
か
け
植
栽
さ
れ
た
人
工

林
も
利
用
期
に
入
り
、
そ
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
工
林

産
ア
カ
マ
ツ
材
の
材
質
や
強
度
の
特
性
を

明
ら
か
に
し
、
製
材
用
途
と
し
て
の
適
性

を
検
証
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
人
工
林
の
ア
カ
マ
ツ
の
資
源

量
の
現
況
や
強
度
性
能
に
関
す
る
調
査
結

果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

２　
県
内
に
お
け
る
ア
カ
マ
ツ
の
資
源
量

県
内
の
森
林
蓄
積
の
構
成
は
図
１
の
と

お
り
で
す
。
ア
カ
マ
ツ
は
ス
ギ
に
次
ぐ
２

割
を
占
め
、
９
割
弱
が
民
有
林
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
林
種
別
（
人
工
林
・
天
然
林

別
）
で
は
、
人
工
林
が
７
割
を
占
め
て
い

る
状
況
で
す
。

３　
ア
カ
マ
ツ
丸
太
の
強
度
分
布

図
３
は
、
岩
手
県
内
の
人
工
林
産
ア
カ

マ
ツ
丸
太
29
本
（
４
ｍ
、
末
口
径
30
〜
37

㎝
）
と
天
然
林
産
ア
カ
マ
ツ
丸
太
13
本
（
４

ｍ
、
末
口
径
31
〜
36
㎝
）
に
つ
い
て
、
当

セ
ン
タ
ー
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
基
づ
き
縦
振
動
ヤ

ン
グ
係
数
を
測
定
・
区
分
し
た
結
果
で
す
。

各
区
分
（
Ef
○
○
）
は
、
丸
太
の
全
体
的

な
強
度
を
示
し
、
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
強

度
が
高
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
人
工
林

産
は
Ef
70
〜
130
、
天
然
林
産
は
Ef
70
〜
110

に
分
布
し
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
Ef
90
〜

110
が
全
体
の
８
割
以
上
を
占
め
る
と
い
っ

た
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

県
内
に
お
け
る
人
工
林
の
ア
カ
マ
ツ
の
資
源
量
と

集
成
材
を
は
じ
め
と
し
た
製
材
用
途
へ
の
活
用
に
つ
い
て

図１　岩手県の森林蓄積構成１）

図２　岩手県内の民有林アカマツの齢級構成２）

図３　岩手県産アカマツ丸太の強度分布
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県内における人工林のアカマツの資源量と集成材をはじめとした製材用途への活用について

４　
集
成
材
へ
の
利
用
適
性

ア
カ
マ
ツ
の
製
材
用
途
の
一
つ
と
し
て
、

大
き
な
節
等
の
欠
点
を
規
格
に
基
づ
き
除

去
し
、
ア
カ
マ
ツ
の
持
つ
高
い
曲
げ
性
能

を
活
か
せ
る
集
成
材
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

集
成
材
と
は
、
一
定
以
上
の
強
度
・
品
質

の
ラ
ミ
ナ
（
集
成
材
用
の
ひ
き
板
）
を
平

行
に
積
層
接
着
し
た
も
の
で
、
そ
の
構
成

や
強
度
等
級
は
日
本
農
林
規
格
（
以
下
「
Ｊ

Ａ
Ｓ
」と
い
う
）で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
述
の
ア
カ
マ
ツ
丸
太
か
ら
製
材
・
乾
燥

し
た
人
工
林
産
ア
カ
マ
ツ
ラ
ミ
ナ
６
０
６

枚
と
天
然
林
産
ア
カ
マ
ツ
ラ
ミ
ナ
１
９
７

枚
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
基
づ
き
曲
げ
ヤ

ン
グ
係
数
を
測
定
・
等
級
区
分
し
た
結
果

が
図
４
に
な
り
ま
す
。
ラ
ミ
ナ
の
等
級
（
Ｌ

〇
〇
）
は
、
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
力
を
加

え
て
も
曲
が
り
に
く
い
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。人
工
林
産
は
Ｌ
40
〜
Ｌ
160
に
分
布
し
、

最
頻
値
は
Ｌ
110
で
し
た
。
一
方
、
天
然
林

産
は
Ｌ
50
〜
Ｌ
140
に
分
布
し
、
最
頻
値
は

Ｌ
100
で
し
た
。

こ
こ
で
、
県
内
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

が
取
得
さ
れ
て
い
る
ア
カ
マ
ツ
集
成
材
の

仕
様
「
対
称
異
等
級
構
成
集
成
材
（
外
側

に
強
度
の
高
い
ラ
ミ
ナ
を
配
置
す
る
集
成

材
）・
強
度
等
級
Ｅ
95
–
Ｆ
270
」を
例
に（
図

５
）、
基
準
を
満
た
す
ラ
ミ
ナ
の
出
現
頻

度
を
人
工
林
産
と
天
然
林
産
で
比
較
し
て

み
ま
し
た
。

強
度
等
級
Ｅ
95
–
Ｆ
270
の
ア
カ
マ
ツ
集

５　
お
わ
り
に

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
工
林
産
ア
カ
マ

ツ
材
の
強
度
性
能
調
査
を
継
続
す
る
と
共

に
、
今
後
は
丸
太
の
材
質
調
査
等
に
つ
い

て
も
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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成
材
の
最
外
層
に
使
用
で
き
る
ラ
ミ
ナ
は

Ｌ
110
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
出
現

頻
度
は
、
人
工
林
産
が
35
％
、
天
然
林
産

が
32
％
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
等
で
し
た
。
ま

た
、
内
層
に
使
用
で
き
る
ラ
ミ
ナ
は
Ｌ
70

以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
出
現
頻
度

は
人
工
林
産
が
89
％
、
天
然
林
産
が
93
％

で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
ほ
ぼ
同
等
で
し
た
。

今
回
調
査
し
た
人
工
林
産
の
ア
カ
マ
ツ

ラ
ミ
ナ
に
つ
い
て
は
、
天
然
林
産
の
も
の

と
同
様
、
集
成
材
と
し
て
利
用
で
き
る
強

度
性
能
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

写真２　ラミナの曲げヤング係数の測定

写真１　丸太の縦振動ヤング係数の測定

図４　岩手県産アカマツラミナの強度分布

図５　対称異等級構成集成材
（強度等級Ｅ95－Ｆ270）
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